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主任児童委員： 野上　典子 ・ 原田　磨奈美 ( 新任 )

　松﨑　 芳子

◎山下　 篤子

（◎は新任の委員さんです・敬称略）

◎石井　 孝子

◎原田　 洋美

　山下 千代子

　江﨑　 一德

　大山 美智子

　横田　 早苗

◎富永 夏葉子

上川原

上川原

川原新町

中山口

中山口

内柿,溝端,山の口
（除１班）

内柿,溝端,山の口
（１班）

半河内

山の手

　宮口　 富彦

　苑田　 澄秀

◎田中 惠美子

◎平田　 　澄

◎松下　 弘惠

　山下　 尚子

◎中村　 　一

　酒井　 栄子

南新町・浄南町
・太田町の一部

◎武内　 節子

浜　津

港　町

土手・上町

船之尾

東　浜

西　浜

古　川

下川原

　木原 　節子

中　南

中　南

下　町

　森山　 慶孝

浄南町 ◎田中　 節子

　木原 さく子

◎藤下 しのぶ

◎硴久　 房子

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
南
公
民
館
も
旧
美
来
プ
ラ
ザ
に
移
転
し
て
二
年
を

経
過
し
ま
し
た
。
年
間
三
万
名
を
超
え
る
方
々
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
南
公
民
館
と
し
て
親
し
ま
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
二
十
五
年
四
月
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
が
導
入
さ
れ
、
名
称
も
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
南
地
区
振
興
会
が
管
理
運

営
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
名
称
は
変
わ
り
ま

し
て
も
利
用
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
と
全
く
変
わ
り

ま
せ
ん
。
南
地
区
の
セ
ン
タ
ー
で
す
の
で
皆
さ
ん
に

大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

お
十
月
に
は
二
階
の
会
議
室
３
を
改
装
し
、
調
理
台

三
台
を
設
置
し
た
厨
房
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
あ
わ

せ
て
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
振
興
会
行
事
に
つ
い
て
で
す
が
、
大
運
動

会
を
雨
の
た
め
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
二
年
連
続
中
止
し
た
の
は
初
め
て
で
関
係
さ
れ

た
方
々
に
は
大
変
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
も
雨
で
中
止
と
な

り
、
天
候
に
悩
ま
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
民
生
児
童
委
員
が
改
選
と
な
り
十
二
月
一
日
か
ら

新
し
い
委
員
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
三
年
間
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
お
辞
め
に
な
っ
た
委

員
さ
ん
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
く

委
員
に
な
ら
れ
た
方
に
は
ご
心
配
と
ご
苦
労
を
お
か

け
し
ま
す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
残
り
三
ヵ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
・
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
歩
け
歩

け
大
会
と
三
つ
の
行
事
が
残
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
午
年
で
す
。
皆
様
が
大
き
く
飛
躍
さ
れ
ま

す
様
お
祈
り
し
て
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　 
 
 
本
渡
南
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興
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本
渡
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
江
田
　
雅
靖

上　南

　３年に１度行われれる全国一斉改選に伴い、民生委員児童委員、主任児童委員が昨年１２月１日付けで
厚生労働大臣から委嘱されました。今後３年間、地域福祉の奉仕者として幅広くご活躍をいただくことと
なりました。任期は平成２８年１１月３０日までの３年間です。相談事での秘密は厳守されますので、お
気軽にご相談ください。
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民生委員児童委員、主任児童委員さんのご紹介



・日　時 平成２６年１月２６日（日）
午前８時３０分～午後３時３０分頃（受付８時～）

・集合場所 天草市民センター駐車場
・参加資格 本渡南地区民であること
・負担金 １，２００円（昼食代含む。申し込みの際、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰまで持参して下さい）
・定　員 ４０名(先着順。希望多数の場合はお断りする場合があります)
・申込方法 電話またはｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ備え付けの参加申込書に必要事項を記入の上、提出
・申込期間 平成２６年１月６日（月）から１月１４日（火）まで
・申込先 本渡南地区コミュニティセンター（ＴＥＬ　２２－４３４２）
・その他 バスでの移動となりますが、探訪先では徒歩での移動となりますので、

歩きやすい靴・服装で各自防寒対策をとってください

　１月の老人大学は市民講座に参加します。

一般の方も参加できますので、お気軽にご参

加ください。参加費は無料です。

・日時　平成２６年１月２５日（土）

　　　　　午後１時３０分　開演

・場所　天草市民センター　大ホール

・演題　『 ストレスと健康 』

　　　　～ストレスをパワーにつなげよう～

・講師　熊本学園大学　社会福祉学部

　　　　　教授　橋本　公雄　様

　１２月１２日(木)、南地区コミュニティセン
ター調理実習室において『男性の料理教室』を開
催しました。
　当日は、１１名の参加者が食生活改善推進委員
さんの指導により「和風ｱｸｱﾊﾟｯﾂｱ」,「たっぷり
きのこのノンオイルマリネ」,「さつまいものポ
タージュ」,「リンゴゼリー」など簡単でおいし
い料理作りに挑戦しました。
　慣れた手つきで１時間程度で料理が出来上がり
完成後の昼食会では、自分たちで作った料理をお
いしそうに食べておられました。
　来年度も開催予定ですので、みなさん、ぜひ、
ご参加ください。

　みなさんは天草の名所ってご存知ですか？名前は聞いたがあっても、身近に
ありすぎて実際は行ったことがなかったりしませんか？本渡南地区振興会で
は、日本の宝島“天草”を訪れた観光客に尋ねられても受け答えができるよう
に、郷土の自然や歴史を学ぶことを目的として、“観光の穴場めぐり”を開催
します。今回は新和・牛深方面を探訪します。みなさん奮ってご参加くださ
い。

・日　時　　平成２６年２月１６日（日）
　　　　　　　午前８時３０分　開会式
・会　場　　天草高等学校　体育館
・種　別　　①フリーの部
          　②45才以上の部
・申込締切　平成２６年１月３１日（金）
・監督会議及び抽選会
　　　　　　平成２６年２月　５日（水）

※参加希望のチームは各地区の体育推進委員
　に連絡して下さい。

観光の穴場めぐり 参加者募集！

【探訪先】市民センター発 ～ 新和町 ～ 竜洞山 （ 展望所 ）～ 中田港 ～ 新合 ～
牛深（ 街めぐり ）～ 海彩館（ 昼食 ） ～ 久玉城跡 無量寺 ～ 河浦町 ～
枦宇土町 ～ 食場 ～ 市民センター着

本渡南老人大学を開催します男性の料理教室を開催しました！

ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 参加者募集！




